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 わたしは、きゅうしょくをたべるのが、みんなよりおそいです。白ごはんと、おさかながにがてだか

らです。きゅうしょくは、きらいではないです。ゆかりごはんや、ひじきがでてくるときはだいすきで

す。 

（いつも、ゆかりごはんとひじきがでてくるといいのになあ）とおもいます。 

 ある日、やっぱりきゅうしょくをたべるのがおそくなりました。とけいをみると、どんどんお休みじ

かんがへっていきます。 

（はやくたべて、みんなとあそびたいな） 

と、こころがしゅんと小さくなりました。そして、 

（きゅうしょくをぜんぶたべおわりたいな） 

とこころがモヤモヤしてきました。こころがモヤモヤして、ごちゃごちゃして、なみだがポロポロでて

きました。 

 そのとき、おともだちのやさしいこえがきこえてきました。 

「だいじょうぶ。がんばって。」 

 わたしは、もっとなみだが出てきました。さっきは、モヤモヤしているなみだだったけれど、こんど

は、ゆうきがモリモリ出てくるなみだです。 

「りんちゃん。あとすこしでたべおわるね。すごいじゃん。」 

 おぼんをふいているおともだちが、またこえをかけてくれました。わたしはなみだを手でふきました。 

（よし）と、こころの中で力をためました。 

 ごはんをすこしずつお口に入れました。いつもといっしょでおいしくないけれど、おともだちのこと

ばがグルグルまわって、げんきが出てきました。 

「ありがとう。がんばるね。」 

と、わたしがいうと、にっこりわらってくれました。わたしはもうちょっと、げんきが出てきました。 

 ちょっぴりじかんがかかったけれど、なんとかきゅうしょくをたべおわることができました。 

「やったあ。たべおわった。」 

 わたしが大きなこえでいうと、みんながパチパチとはくしゅをしてくれました。こころの中で、なん

かいもばんざいをしました。 

 おともだちのことばは、まほうのことばです。げんきをたくさんもらえました。たくさんのうれしい

まほうのことばをもらったので、わたしもおともだちをげんきにするまほうのことばをたくさんいいま

す。 

「みんな、ほんとうにありがとう。」 

 


